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調査概要

調査目的
外来生物法に基づき効果的な普及啓発を行うため、国民の認知状況を把握した。継続的に実施しているインターネット調査
に加え、より詳細な実態把握を行うため、 令和7年度外来生物問題等認知度調査の「追加調査」を実施した。

調査手法 Web調査

対象者条件

【性別】 男性、女性

【年齢】 10～70代以上

【地域】 全国

回収数 2,800ss

割付

調査期間 2026年5月11日（月）～2026年5月13日（水）
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設問一覧

割付 回答者数

A調査 1,400

B調査 1,400

【A調査】 【B調査】

設問番号 質問項目 備考 設問番号 質問項目 備考

A 性別 A 性別

B 年齢 B 年齢

C 住居地 C 住居地

D 職業 D 職業

E 職業スクリーニング E 職業スクリーニング

問1 自然への関心度 問1 自然への関心度

問2 特定外来生物等の飼育状況 B調査では問3で聴取 問2 「外来種」という言葉の認知度 A調査では問3で聴取

問3 「外来種」という言葉の認知度 B調査では問2で聴取 問3 特定外来生物等の飼育状況 A調査では問2で聴取

問4-1A 飼育生物の野外放出に対する意識 文言は「野外に放す」で聴取 問4-1B 飼育生物の野外放出に対する意識 文言は「野外に捨てる」で聴取

問4-2 野外放出時にイメージした生物 問4-2 野外放出時にイメージした生物

問5 外来種対策への取り組み・心がけ 問5 外来種対策への取り組み・心がけ

問6 今後実施できそうな外来種対策 問6 今後実施できそうな外来種対策



調査結果詳細

※報告書上のスコア等の表記方法

SA横帯グラフの数値（ラベル）は1%未満を非表示としております。
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回答者属性
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A. あなたの性別をお答えください。

総回答者数：2,800人

B. あなたの年齢をお答えください。

総回答者数：2,800人

実数 ％ 実数 ％

1 男性 697 49.8 697 49.8

2 女性 696 49.7 697 49.8

3 その他 7 0.5 6 0.4

A B

49.8

49.8

49.7

49.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

A

B

男性 女性 その他

実数 ％ 実数 ％

1 10代 200 14.3 200 14.3

2 20代 200 14.3 200 14.3

3 30代 200 14.3 200 14.3

4 40代 200 14.3 200 14.3

5 50代 200 14.3 200 14.3

6 60代 200 14.3 200 14.3

7 70代以上 200 14.3 200 14.3

A B

14.3

14.3

14.3

14.3

14.3

14.3

14.3

14.3

14.3

14.3

14.3

14.3

14.3

14.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

A

B

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上
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自然への関心度
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問1. あなたの自然への関心度をお答えください。

※A調査、B調査共通の設問で聴取

総回答者数：2,800人

実数 ％ 実数 ％

1 非常に関心がある 235 16.8 246 17.6

2 ある程度関心がある 679 48.5 689 49.2

3 あまり関心がない 295 21.1 277 19.8

4 まったく関心がない 180 12.9 182 13.0

5 わからない 11 0.8 6 0.4

A B

16.8

17.6

48.5

49.2

21.1

19.8

12.9

13.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

A

B

非常に関心がある ある程度関心がある あまり関心がない まったく関心がない 分からない
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実数 ％

1 飼っている/育てている 29 2.1

2 飼っていない/育てていない 1,276 91.1

3
自分が飼っている/育てている生物が、

あてはまるかどうか分からない
95 6.8

実数 ％

1 飼っている/育てている 27 1.9

2 飼っていない/育てていない 1,264 90.3

3
自分が飼っている/育てている生物が、

あてはまるかどうか分からない
109 7.8

B

A

2.1 91.1 6.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

飼っている/育てている 飼っていない/育てていない 自分が飼っている/育てている生物が、あてはまるかどうか分からない

1.9 90.3 7.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

外来種の飼育状況
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問2. あなたは現在特定外来生物または生態系被害防止外来種リスト掲載種を飼育していますか（植物も含む）。

※B調査は上記の設問を問3で聴取

総回答者数：1,400人

総回答者数：1,400人
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実数 ％

1 意味を知っている 611 43.6

2 聞いたことがある 615 43.9

3 知らない 174 12.4

実数 ％

1 意味を知っている 752 53.7

2 聞いたことがある 515 36.8

3 知らない 133 9.5

B

A

43.6 43.9 12.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

意味を知っている 聞いたことがある 知らない

53.7 36.8 9.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

「外来種」という言葉の認知状況
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問3. あなたは、「外来種」または「外来生物」という言葉を知っていますか。

※B調査は上記の設問を問2で聴取

総回答者数：1,400人

総回答者数：1,400人
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飼育生物の野外放出に対する意識
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問4‐1. ペットとして飼育していた生きもの（植物含む）を野外へ A:放す/B:捨てる ことについてどう思いますか。もっとも近いものをひとつお選びください。

※A調査は「放す」、B調査は「捨てる」で聴取

※項目、選択肢について、Aは「放す」、Bは「捨てる」で聴取総回答者数：2,800人

回答者数

1,400 4.7 1.1 2.0 1.6 2.1 0.4 0.3 68.1 8.7 10.9 (%)

回答者数

1,400 4.1 1.1 0.9 0.7 1.3 0.4 0.6 65.1 14.7 11.1 (%)

野外に放すことは、

問題である。

野外に捨てることは、

問題ない。

野外に捨てることは、

状況次第では問題ない（仕方がない）。

野外に捨てることは、

問題である。

生態系等へ

影響を与える

可能性がある

のでやるべき

ではない。

放される

生きものが

かわいそうなの

でやるべきでは

ない。

特に理由は

ないが、

問題だと

感じる

外来種でない

生きもので

あれば、

問題ない。

捕獲した地点

と同じ場所又

はその周辺に

捨てるので

あれば、

問題ない。

捕獲した地点

と離れた場所

でも、似た

環境に捨てる

のであれば、

問題ない。

飼えなくなった

ので捨てるの

であれば、

仕方がない。

生態系等へ

影響を与える

可能性がある

のでやるべき

ではない。

捨てられる

生きものが

かわいそうなの

でやるべきでは

ない。

特に理由は

ないが、

問題だと

感じる

野外に放すことは、

問題ない。

野外に放すことは、

状況次第では問題ない（仕方がない）。

特に理由は

ないが、問題

とは感じない。

野外の生き

ものが増える

ので、

良いことだ。

野外で生きて

いける生きも

のであれば、

問題ない。

外来種でない

生きもので

あれば、

問題ない。

捕獲した地点

と同じ場所又

はその周辺に

放すので

あれば、

問題ない。

捕獲した地点

と離れた場所

でも、似た

環境に放す

のであれば、

問題ない。

飼えなくなった

ので放すので

あれば、

仕方がない。

特に理由は

ないが、問題

とは感じない。

野外の生き

ものが増える

ので、

良いことだ。

野外で生きて

いける生きも

のであれば、

問題ない。

4.1

4.7

1.1

1.1
2.0

1.6

1.3

2.1

65.1

68.1

14.7

8.7

11.1

10.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

特に理由はないが、問題とは感じない。

野外の生きものが増えるので、良いことだ。

野外で生きていける生きものであれば、問題ない。

外来種でない生きものであれば、問題ない。

捕獲した地点と同じ場所又はその周辺に

A:放す/B:捨てる のであれば、問題ない。

捕獲した地点と離れた場所でも、似た環境に

A:放す/B:捨てる のであれば、問題ない。

飼えなくなったので A:放す/B:捨てる のであれば、

仕方がない。

生態系等へ影響を与える可能性があるので

やるべきではない。

A:放される/B:捨てられる 生きものがかわいそうなので

やるべきではない。

特に理由はないが、問題だと感じる

A

B

A

B
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問4‐2. 前問でペットとして飼育していた生きもの（植物含む）を野外に放すことは、 「問4-1A/問4-1B」と回答されました。回答する際どの生きものをイメージしましたか。
     前問で回答したことに当てはまると思うものを選んでください。

想起した動物の種類

※A調査、B調査共通の設問で聴取

※Aを基準に降順ソート

回答者数

 魚類  カメ  ヘビ  昆虫類
 クモ・サソ

リ類
 草花  鳥類  カエル  甲殻類  水草  犬  猫

 ハムスター

等（げっ歯

類）

 その他の

爬虫類

 その他の

哺乳類

 その他の

両生類

 その他の

植物
 その他

A 1,400  47.9     45.1     40.6     35.4     34.6     29.7     26.8     26.5     26.4     25.3     24.1     22.4     20.1     1.8       1.5       0.7       0.3       0.3       

(%)

B 1,400  46.6     46.2     36.7     32.7     28.4     26.4     25.1     25.6     26.0     22.3     29.8     28.1     21.1     2.1       2.4       1.0       0.6       0.4       

47.9

45.1

40.6

35.4
34.6

29.7
26.8 26.5 26.4

25.3 24.1
22.4

20.1

1.8 1.5 0.7 0.3 0.3

46.6 46.2

36.7

32.7

28.4
26.4

25.1 25.6 26.0

22.3

29.8
28.1

21.1

2.1 2.4
1.0 0.6 0.4

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%
A B

総回答者数：2,800人
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問5．外来種対策のために心掛けていること、取り組んでいる（取り組んだことがある）ことを選んでください。

外来種対策のために心掛けていること・取り組んでいること

※A調査、B調査共通の設問で聴取

※Aを基準に降順ソート

回答者数

 ペットを野外に

逃がさない・栽培する

植物を適切に管理し

野外にひろがらない

ようにする

 外来種問題について

学ぶ

 外来種を飼育・

栽培する前に責任を

もって飼育・栽培

できるかよく考える

 栽培する植物

（庭木等を含む）や

飼育する生物に

在来種を選ぶ

 見慣れない生物

（外来種かもしれ

ない生物）や外来種

を見かけたら地方公

共団体等に通報する

 外来種問題について

他の人と話す

 服の付着物や靴底

の泥を確認し、

外来種の非意図的

な運搬を防ぐ

 外来種の防除

（駆除）活動に

参加する（一人で活

動する場合も含む）

 その他

A 1,400   22.8                   16.3                   15.4                   13.4                   11.6                   8.6                     7.9                     4.8                     -

(%)

B 1,400   21.1                   16.3                   16.1                   15.0                   11.6                   9.6                     7.1                     4.8                     0.1                     

22.8

16.3 15.4
13.4

11.6

8.6 7.9

4.8

-

21.1

16.3 16.1
15.0

11.6

9.6

7.1

4.8

0.1
0%

10%

20%

30%

40%

A B

総回答者数：2,800人
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問6．外来種対策のためにできそうなことを選んでください。

外来種対策のためにできそうなこと

※A調査、B調査共通の設問で聴取

※Aを基準に降順ソート

回答者数

 ペットを野外に

逃がさない・栽培する

植物を適切に管理し

野外にひろがらない

ようにする

 外来種問題について

学ぶ

 見慣れない生物

（外来種かもしれな

い生物）や外来種を

見かけたら地方公共

団体等に通報する

 栽培する植物

（庭木等を含む）や

飼育する生物に

在来種を選ぶ

 外来種を飼育・

栽培する前に責任を

もって飼育・栽培

できるかよく考える

 外来種問題について

他の人と話す

 服の付着物や靴底

の泥を確認し、

外来種の非意図的

な運搬を防ぐ

 外来種の防除

（駆除）活動に

参加する（一人で活

動する場合も含む）

 その他

A 1,400   30.9 30.6 25.2 24.4 23.5 16.6 16.5 10.3 -

(%)

B 1,400   28.9 29.6 26.6 23.9 23.5 17.9 16.1 11.1 0.1 

30.9 30.6

25.2 24.4 23.5

16.6 16.5

10.3

-

28.9 29.6

26.6

23.9 23.5

17.9
16.1

11.1

0.1
0%

10%

20%

30%

40%

A B

総回答者数：2,800人
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